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表紙：「法学部及び経済学部本館」
　法経新館と称された京都大学法学部及び経済学部本館は，昭和 8年に西南部分RC造 3階建 3,066 ㎡

が新築され，同 13 年に中央部分 3階建 2,415 ㎡が増築された。設計は大倉三郎で京都帝国大学の武田

五一に薫陶を受け，同 6年～ 15 年まで営繕課長として，法経新館を始め病院内科病舎等を設計している。

　戦後，昭和 27 年，同 30 年に東南部分 3,901 ㎡をコの字型に増築し，平成 15 年，同 17 年に歴史的な

建物の意匠を保存をしながら，耐震補強と内部機能再生を施し，百周年時計台記念館とともに本学キャン

パスに一段と象徴的な景観を添えることとなった。

　外観は腰部分と正面柱型のみ擬石塗りびしゃん叩仕上げで，他はすべてスクラッチタイルで覆われてい

る。垂直窓や入口のバットレス風の柱型などゴシック風の意匠により，垂直線を協調したデザインが施さ

れている。

教職員像・環境憲章

■京都大学の教職員像
　京都大学の教職員は，京都大学の基本理念の下に，その将来像の実現にむけて，教育，研究，支援
業務，大学・部局の運営のそれぞれにおいて自らの使命を自覚し，その職責の遂行に全力を尽くす。
　教職員は，最善の努力を傾けて，教育・研究の双方において能う限りの高い水準を目指す。学問の
自由は，これを遂行するための最も基本的な要件であり，社会規範や倫理に十分な配慮を払いつつ，
教育・研究のすべての場において尊重される。
　教育は，学術・文化の継承と個々の学生の能力開発・人格育成の営みであり，その実施において教
職員は，性，民族，宗教などによる差別をしてはならない。研究は，学術・文化の発展と人類共有の
知的資産の蓄積に資すべき営みであり，その推進において教職員は，高い倫理性と清廉性を保持しな
ければならない。
　教育・研究を支援し，大学・部局を運営していく業務は，その持続的発展のために極めて重要であ
る。教職員は，大学が社会的存在であることを認識し，高次の専門的能力と総合的視野をもってその
職責を全うできるよう常に自己研鑽に努め，教育・研究基盤の充実，大学・部局の円滑な運営と発展
に寄与する。

■京都大学環境憲章
基本理念
　京都大学は，その伝統によって培われた自然への倫理観と高度な学術性や国際的視野を活かし，環
境保全のための教育と研究を積極的に推進し，社会の調和ある共存に貢献する。
　また，本学は，人類にとって地球環境保全が最重要課題の一つであると認識し，大学活動のすべて
において環境に配慮し，大学の社会的責務として環境負荷の低減と環境汚染の防止に努める。
基本方針
1. 環境保全の活動を積極的に進めるため，本学のすべての構成員（教職員，学生，常駐する関連の会
社員等）の協力のもと，継続性のある環境マネージメントシステムを確立する。

2. 教育・研究活動において，環境に影響を及ぼす要因とその程度を充分に解析し，評価するとともに，
環境保全の向上に努める。

3. 環境関連の法令や協定を遵守することはもとより，可能な限り環境負荷を低減するため，汚染防止，
省資源，省エネルギー，廃棄物削減等に積極的に取り組み，地域社会の模範的役割を果す。

4. 環境マネージメントシステムをより積極的に活用し，地域社会と連携しつつ，本学の構成員が一致
して環境保全活動の推進に努める。

5. 本学構成員に環境保全活動を促す教育を充実させるとともに，環境保全に関連する研究を推進し，
その成果を社会へ還元する。

6. 本学が教育と研究における国際的拠点であることから，環境保全面での国際協力に積極的な役割を
果す。

7. 環境監査を実施して，環境マネージメントシステムを見直し，環境保全活動の成果を広く公開する。


